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耕
作
放
棄
地
や
倒
壊
の
危
険
性
の
あ
る
空
き
家

が
増
え
、
田
舎
と
都
市
部
を
問
わ
ず
、
自
治
体
関

係
者
が
危
機
感
を
強
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ

で
は
、
行
政
担
当
者
の
目
か
ら
で
は
な
く
、
当
該

自
治
体
の
外
に
住
む
耕
作
放
棄
地
と
空
き
家
の
所

有
者
の
視
点
で
考
え
て
み
た
い
。

筆
者
は
、
某
政
令
市
で
自
治
基
本
条
例
を
策
定

す
る
際
に
、
不
在
地
主
が
も
た
ら
し
て
い
る
諸
問

題
を
念
頭
に
お
い
て
、彼
ら
を
「
市
民
」
に
含
め
、

放
置
不
動
産
の
管
理
義
務
を
課
す
こ
と
を
提
案
し

採
用
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
策
定
中
に
は
、

自
分
が
ま
さ
に
そ
の
不
在
地
主
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
て
い
な
か
っ
た
。
筆
者
の
実
家
で
も
、
各

2
0
0
㎡
程
度
の
田
と
畑
が
す
で
に
耕
作
放
棄
地

で
あ
る
。
こ
の
両
土
地
は
、
手
押
し
一
輪
車
さ
え

入
ら
な
い
袋
地
。
無
償
で
貸
し
て
い
た
農
家
の

方
々
も
高
齢
で
返
還
さ
れ
た
。
固
定
資
産
税
は
年

額
で
た
か
だ
か
4
1
8
円
と
2
2
3
円
で
し
か
な

い
。
問
題
は
、
放
棄
地
に
な
る
と
雑
草
や
地
下
茎

が
繁
茂
し
隣
地
に
迷
惑
を
か
け
る
。
袋
地
と
な
っ

て
い
る
自
宅
は
、
市
場
価
格
も
成
り
立
た
な
い
空

き
家
・
宅
地
に
な
る
。
山
中
の
不
使
用
の
墓
土
地

も
入
れ
る
と
7
筆
の
土
地
す
べ
て
が
放
棄
地
に
な

る
。地

元
の
数
軒
の
不
動
産
屋
を
訪
ね
て
相
談
し
た

が
、
土
地
も
宅
地
も
無
価
値
ど
こ
ろ
か
タ
ダ
で
も

引
き
取
り
手
は
な
い
と
言
う
。
老
朽
家
屋
を
壊
せ

ば
、
更
地
と
な
り
6
倍
の
税
額
に
な
る
か
ら
、
ボ

ロ
家
屋
に
な
り
景
観
を
害
し
て
も
、
年
金
で
払
う

の
は
難
し
く
な
る
。

目
の
黒
い
う
ち
に
金
を
か
け
て
で
も
誰
か
に
き

ち
ん
と
法
的
に
渡
し
た
い
が
、
無
理
の
よ
う
で
あ

る
。
地
元
の
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
、
関
係
あ
り

そ
う
な
組
織
に
手
当
た
り
次
第
に
尋
ね
た
。
国
の

財
務
局
に
も
相
談
し
た
が
、
結
局
解
決
策
が
な
い

と
告
げ
ら
れ
た
。
公
的
機
関
も
仮
に
金
銭
を
出
し

て
も
引
き
取
っ
て
く
れ
な
い
。
昨
年
（
2
0
1
1

年
）
秋
に
ス
イ
ス
で
多
数
の
人
に
聞
い
た
が
、
あ

ぜ
道
、
道
路
の
脇
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
土
地
は

利
用
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
放
棄
地
の
意
味
を

理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
、
法
治

主
義
精
神
が
あ
っ
て
も
、今
後
、何
世
代
に
わ
た
っ

て
土
地
の
境
界
や
相
続
関
係
が
い
っ
そ
う
不
明
に

な
り
永
遠
に
放
棄
地
は
増
え
て
い
く
。
良
い
知
恵

は
本
当
に
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
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予
防
接
種
部
会
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
5
月
23
日
に
、
厚
生
労
働
大

臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
厚
生
科
学
審
議
会

予
防
接
種
部
会
が
「
予
防
接
種
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
（
第
二
次
提
言
）」
を
取

り
ま
と
め
た
。
本
稿
で
は
そ
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。

　

予
防
接
種
部
会（
部
会
長
：
加
藤
達
夫
・

独
立
行
政
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
名
誉
総
長
）
は
、
平
成
21
年
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
の
予
防
接
種

に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
て
同
年

12
月
に
設
置
さ
れ
、
以
後
2
年
半
の
間
に

計
22
回
に
わ
た
っ
て
精
力
的
な
議
論
が
行

わ
れ
た
。
全
国
町
村
会
か
ら
も
、
行
政
委

員
会
副
委
員
長
の
古
木
哲
夫
・
山
口
県
和

木
町
長
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

予
防
接
種
部
会
で
は
、
当
初
は
緊
急
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
議
論
し
た

が
、
そ
の
中
で
「
ワ
ク
チ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
」

の
問
題
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
我
が
国
の

予
防
接
種
制
度
全
般
に
関
す
る
抜
本
的
な

見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
た
。
第
二
次
提
言

を
受
け
て
、
今
後
予
防
接
種
法
の
改
正
を

目
指
し
て
い
く
が
、
こ
れ
は
新
た
な
ワ
ク

チ
ン
の
追
加
を
伴
う
法
改
正
と
し
て
は
、

平
成
13
年
に
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
追
加
し
て
以
来
10
年
以
上
ぶ
り
と
な

る
。

第
二
次
提
言
の
概
要
に
つ
い
て

　

現
在
の
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接

種
は
市
町
村
の
自
治
事
務
で
あ
り
、
新
た

な
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種
化
す
る
た
め
に

必
要
な
財
源
の
確
保
や
接
種
費
用
の
負
担

の
あ
り
方
に
関
し
て
、
市
町
村
等
関
係
者

と
十
分
に
調
整
し
つ
つ
検
討
を
進
め
る
こ

と
を
前
提
に
、
予
防
接
種
部
会
と
し
て
は

「
予
防
接
種
法
の
改
正
法
案
を
早
期
に
国

会
に
提
出
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
し

て
い
る
。

⑴
予
防
接
種
制
度
の
見
直
し
の
目
的

　

予
防
接
種
は
、
感
染
症
対
策
と
し
て
最

も
基
本
的
か
つ
効
果
的
な
対
策
の
一
つ
で

あ
り
、
国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
重
要

な
手
段
で
あ
る
。
特
に
、
子
ど
も
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
感
染
症
か
ら
守
り
、
健
や
か
な
育

ち
を
支
え
る
役
割
を
果
た
す
。

　

我
が
国
で
は
、
副
反
応
の
問
題
な
ど
を

背
景
に
予
防
接
種
行
政
に
対
し
て
慎
重
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
か
ら
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
勧
告
し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
が
予
防

接
種
法
の
対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
先
進

諸
国
と
比
べ
て
公
的
に
接
種
す
る
ワ
ク
チ

ン
の
種
類
が
少
な
い「
ワ
ク
チ
ン
・
ギ
ャ
ッ

プ
」
の
状
態
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
・
有

効
性
や
費
用
対
効
果
な
ど
も
考
慮
し
つ

つ
、
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
定
期

接
種
に
位
置
づ
け
る
。

　

ま
た
、
施
策
の
専
門
性
や
継
続
性
が
確

保
さ
れ
に
く
い
と
い
う
課
題
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
予
防
接
種
部
会
の
取
組
を
発
展

的
に
引
き
継
ぎ
、
予
防
接
種
施
策
を
中
長

期
的
な
観
点
か
ら
総
合
的
か
つ
恒
常
的
に

評
価
・
検
討
す
る
仕
組
み
の
導
入
が
必
要

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
予
防
接
種
は
国
民
全
般
を
対

象
に
実
施
す
る
一
方
、
避
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
一
定
の
副
反
応
リ
ス
ク
を
伴
う
こ

と
を
踏
ま
え
、
幅
広
い
国
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
透
明
性
・
客
観
性
の
あ
る
制
度
と

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
適
正
な
実
施
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑵ 

予
防
接
種
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た

め
の
計
画

　

予
防
接
種
施
策
の
一
貫
性
や
継
続
性
が

確
保
さ
れ
る
た
め
に
は
、
国
民
、
国
、
地

方
自
治
体
、
医
療
機
関
、
ワ
ク
チ
ン
の
製

造
販
売
業
者
な
ど
の
関
係
者
が
中
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
連
携
・
協
力
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
予

防
接
種
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の

計
画
を
策
定
し
、
5
年
に
1
度
を
目
途
に

見
直
し
を
行
う
。

予防接種部会の第二次提言について

厚生労働省健康局結核感染症課長　正林　督章

政策解説
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⑶ 

予
防
接
種
法
の
対
象
と
な
る
疾
病
・
ワ

ク
チ
ン
の
追
加

　

平
成
23
年
3
月
の
「
ワ
ク
チ
ン
評
価
に

関
す
る
小
委
員
会
報
告
書
」
の
通
り
、
医

学
的
・
科
学
的
観
点
か
ら
は
、
7
ワ
ク
チ

ン
（
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎

球
菌
、
水
痘
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
成
人
用

肺
炎
球
菌
、
Ｂ
型
肝
炎
）
に
つ
い
て
、
広

く
接
種
を
促
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

た
だ
し
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種

化
す
る
に
は
、
安
全
か
つ
安
定
的
な
ワ
ク

チ
ン
供
給
・
実
施
体
制
の
確
保
や
継
続
的

な
接
種
に
要
す
る
財
源
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
。

　

子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
の
3
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
基
金
事
業
の
形
で
全
て
の
市
町

村
が
実
施
し
て
お
り
、
23
年
度
4
次
補
正

予
算
に
基
づ
き
本
年
度
末
ま
で
事
業
を
継

続
で
き
る
が
、
来
年
度
以
降
も
円
滑
な
接

種
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
最
近
2
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
が
薬
事
法

の
承
認
を
受
け
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
年
内

を
目
途
に
専
門
家
に
よ
る
評
価
を
行
っ
て

い
る
。

⑷
予
防
接
種
法
上
の
疾
病
区
分

　

疾
病
や
ワ
ク
チ
ン
効
果
の
特
性
に
応
じ

て
1
類
疾
病
と
2
類
疾
病
に
分
類
し
、
接

種
を
受
け
る
努
力
義
務
や
接
種
勧
奨
に
差

を
設
け
る
こ
と
は
一
定
の
合
理
性
が
あ

り
、
現
行
の
2
類
型
を
維
持
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
。

　

7
ワ
ク
チ
ン
を
予
防
接
種
法
に
位
置
づ

け
る
場
合
の
分
類
案
は
、
1
類
疾
病
の
う

ち
集
団
予
防
を
図
る
目
的
で
予
防
接
種
を

行
う
疾
病
は
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、

水
痘
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
。
1
類
疾
病
の
う

ち
、
感
染
し
長
期
間
経
過
後
に
重
篤
に
な

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
よ
る
重
大
な
社

会
的
損
失
の
防
止
を
図
る
も
の
は
、
子
宮

頸
が
ん
、
Ｂ
型
肝
炎
。
個
人
予
防
目
的
に

比
重
を
置
く
2
類
疾
病
は
、
成
人
用
肺
炎

球
菌
。

　

新
た
な
感
染
症
の
発
生
や
ワ
ク
チ
ン
の

開
発
な
ど
の
変
化
に
応
じ
、
機
動
的
に
対

象
疾
病
を
見
直
す
た
め
、
2
類
疾
病
に
つ

い
て
も
1
類
疾
病
と
同
様
に
政
令
で
追
加

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑸
接
種
費
用
の
負
担
の
あ
り
方

　

予
防
接
種
法
の
定
期
接
種
は
市
町
村
の

支
弁
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
自
治
事
務

で
あ
り
、
地
域
住
民
の
健
康
対
策
の
一
環

と
し
て
長
年
に
わ
た
る
市
町
村
の
尽
力
で

安
定
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
経
済
的
理

由
に
よ
り
接
種
費
用
を
負
担
で
き
な
い
場

合
を
除
い
て
接
種
時
に
実
費
を
徴
収
で
き

る
が
、
そ
の
一
方
で
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村

で
は
、
実
費
の
徴
収
を
行
わ
ず
公
費
で
負

担
し
て
い
る
。

　

一
方
、
定
期
接
種
化
を
検
討
し
て
い
る

3
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
公
費
負
担
対
象
者
が
9
割
相
当
と
な

る
よ
う
必
要
な
経
費
を
公
費
負
担
す
る
仕

組
み
を
国
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
接
種
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

接
種
費
用
の
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
事
情
に
も
留
意
し
、
市
町

村
等
関
係
者
と
十
分
に
調
整
し
つ
つ
検
討

す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

予
防
接
種
に
公
的
保
険
を
適
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
制
度
の
目
的

に
関
わ
る
重
要
な
変
更
で
あ
り
、
他
の
地

域
保
健
事
業
と
の
関
係
や
極
め
て
厳
し
い

医
療
保
険
財
政
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
国

民
的
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

○伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するために、予防
接種を行い、公衆衛生の向上及び増進に寄与する

○予防接種による健康被害の迅速な救済を図る

目的

対象疾患：

■ 一類疾病 （集団予防に重点、努力義務あり）
ジフテリア、百日せき、急性灰白髄炎、麻しん、風しん、日本脳炎、
破傷風、結核、痘そう

インフルエンザ

※痘そうについては政令事項とされている。また、現在痘そうにかかる予防接種は実施されていない

■ 二類疾病 （個人予防に重点、努力義務なし）

実施主体：市町村

○定期接種にかかる費用は、市町村が負担
（経済的困窮者を除き、被接種者からの実費徴収が可能。）

○予防接種により健康被害が生じた場合には、医療費・医療手当、
死亡した場合の補償（死亡一時金等）、障害年金等が支払われる

概要

図１　予防接種法の概要
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⑹
ワ
ク
チ
ン
価
格
等
の
接
種
費
用

　

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種
化
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り
一
層
効
率
性
の

観
点
が
重
要
と
な
る
。

　

国
は
、
ワ
ク
チ
ン
価
格
等
の
実
態
や
他

の
先
進
諸
国
と
の
接
種
費
用
の
差
な
ど
を

勘
案
し
つ
つ
、
効
率
的
な
実
施
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

　

地
方
自
治
体
は
、
委
託
契
約
価
格
の
地

域
差
な
ど
を
勘
案
し
つ
つ
、
市
町
村
に
よ

る
ワ
ク
チ
ン
の
入
札
・
一
括
購
入
方
式
等

の
先
進
的
な
事
例
も
参
考
に
、
予
防
接
種

事
業
の
効
率
的
な
実
施
に
努
め
る
。

　

現
状
で
は
、
卸
売
販
売
業
者
か
ら
医
療

機
関
へ
の
実
販
売
価
格
や
市
町
村
と
医
療

機
関
と
の
委
託
契
約
価
格
な
ど
の
実
態
を

十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め
、
地
方

自
治
体
等
の
協
力
を
得
て
実
態
調
査
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

　

問
診
料
等
に
つ
い
て
は
、
委
託
契
約
価

格
の
実
態
に
つ
い
て
地
方
自
治
体
へ
の
調

査
を
実
施
す
る
な
ど
、
適
切
な
問
診
料
等

の
水
準
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑺
予
防
接
種
に
関
す
る
評
価
・
検
討
組
織

　

予
防
接
種
施
策
全
般
に
つ
い
て
中
長
期

的
な
課
題
設
定
の
下
、
科
学
的
知
見
に
基

づ
き
評
価
・
検
討
を
行
い
、
厚
生
労
働
大

臣
に
提
言
す
る
評
価
・
検
討
組
織
を
設
置

す
る
。

　

そ
の
委
員
は
、
小
児
科
医
、
感
染
症
専

門
家
等
の
医
療
関
係
者
、
地
方
自
治
体
、

経
済
学
者
、
法
律
家
、
メ
デ
ィ
ア
等
と
し
、

国
民
的
な
議
論
を
行
う
。
傍
聴
者
か
ら
発

言
を
求
め
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

　

年
2
〜
4
回
程
度
の
開
催
を
前
提
に
計

画
的
な
議
題
・
日
程
設
定
を
行
い
、
公
募

枠
の
導
入
な
ど
公
開
性
・
透
明
性
を
一
層

高
め
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
。

　

位
置
づ
け
は
、
現
在
の
予
防
接
種
部
会

を
発
展
的
に
充
実
さ
せ
る
。
厚
生
労
働
省

健
康
局
、
医
薬
食
品
局
、
国
立
感
染
症
研

究
所
の
連
携
に
よ
る
事
務
局
の
充
実
・
強

化
を
図
る
。

⑻
関
係
者
の
役
割
分
担

　

国
は
、対
象
疾
病
及
び
対
象
者
の
決
定
、

ワ
ク
チ
ン
の
承
認
審
査
、
ワ
ク
チ
ン
の
研

究
開
発
の
促
進
と
安
定
供
給
の
確
保
、
副

反
応
報
告
の
収
集
・
評
価
な
ど
を
担
う
。

　

都
道
府
県
は
、
医
療
関
係
者
の
研
修
、

緊
急
時
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の
円
滑
な
供

給
の
確
保
や
連
絡
調
整
な
ど
を
担
う
。

　

市
町
村
は
、接
種
の
実
施
主
体
と
し
て
、

適
正
か
つ
効
率
的
な
予
防
接
種
の
実
施
の

確
保
、
健
康
被
害
の
救
済
、
住
民
へ
の
情

報
提
供
等
を
担
う
。

⑼
副
反
応
報
告
制
度

　

予
防
接
種
に
よ
る
副
反
応
報
告
を
医
療

機
関
に
義
務
づ
け
、
予
防
接
種
法
上
の
副

２．予防接種の総合的な推進を図る
ための計画（仮称）

○評価・検討組織で５年に１度を目途に見直す。

○医学的観点からは、７ワクチン（子宮頸がん、
ヒブ、小児用肺炎球菌、水痘、おたふくかぜ、
成人用肺炎球菌、Ｂ型肝炎）について、広く接
種を促進することが望ましい。

○新たなワクチンの定期接種化には、継続的
な接種に要する財源の確保が必要。

○子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌の３ワク
チンは、24年度末まで基金事業を継続できる
が、25年度以降も円滑な接種を行えるように
する必要がある。

○ロタは24年内を目途に専門家の評価を行う。

４．予防接種法上の疾病区分
○疾病区分の2類型を維持。
○機動的な見直しのため、２類疾病について
も政令で対象疾病を追加できるようにする。

○「１類・２類疾病」の名称は、変更を検討。
○７疾病の分類案
・１類疾病
要件①：集団予防を図る目的

【ヒブ、小児用肺炎球菌、水痘、おたふくかぜ】
要件②：致命率が高いこと等による重大

な社会的損失の防止を図る目的
【子宮頸がん、Ｂ型肝炎】

・２類疾病：個人予防目的に比重
【成人用肺炎球菌】

５．接種費用の負担のあり方
○定期接種は市町村の支弁による自治事務
であり、地域住民の健康対策として安定
的に運営されている。低所得者を除き実
費徴収できるが、ほとんどの市町村では
実費徴収せず公費負担。

○３ワクチンは22年度から公費負担対象者
が９割相当となる仕組みを導入し、接種
促進を図っている。

○接種費用の負担のあり方について、市町
村等関係者と十分に調整しつつ検討。

６．ワクチン価格等の接種費用
○ワクチン価格の実態等を勘案しつつ、予
防接種施策の効率的な実施に必要な措置
を講ずる。

○適切な問診料の水準について検討。

○子どもの予防接種は、次代を担う子どもたちを感染症から守り、健やかな育ちを支える役割を果たす。
○ワクチン・ギャップに対応し、予防接種施策を中長期的な観点から総合的に評価・検討する仕組みを導入。

８．関係者の役割分担
○国、地方自治体、医療関係者、ワクチン
製造販売業者等の役割分担を「２」の計
画で定める。

11. 感染症サーベイランス
○予防接種が有効か、新たに導入すべき
ワクチンはあるか等を随時評価。

12. ワクチンの研究開発の促進と
生産基盤の確保

○必要とされるワクチンに関して、研究
開発の優先順位や方向性を提言。

○ワクチン製造販売業者等の研究開発力
を強化し、国際競争力を確保。

１．見直しの目的

平成24年５月23日
厚生科学審議会
感 染 症 分 科 会
予 防 接 種 部 会

７．予防接種に関する評価・検討組織
○医療関係の専門家、地方自治体、経済学
者、法律家、メディア等を委員とし、傍
聴者から発言を求めることも検討。

○公募枠の導入など、公開性・透明性を一
層高めるための方策を検討。

○現在の予防接種部会を発展的に充実化。
厚労省健康局が国立感染症研究所等と連
携して事務局を務め、体制を充実・強化。

９．副反応報告制度、健康被害救済制度
○副反応報告を医療機関に義務づけ、
薬事法上の報告と一元化。

○PMDAが情報整理・調査を行い、医療
機関等は調査に協力するよう努める。

○評価・検討組織が評価を行い、国が必
要に応じて接種の一時見合わせ等の措
置を講ずる。

○一般から寄せられる副反応情報を含め、
幅広く情報収集。

10. 接種方法、接種記録、情報提供
○接種記録は、予防接種台帳のデータ管
理の普及や活用について、さらに検討。

○予防接種の意義やリスクに関する分か
りやすい情報提供が重要。

３．予防接種法の対象疾病・ワクチン
の追加

図２　予防接種制度の見直しについて（第二次提言）の概要
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反
応
報
告
と
薬
事
法
上
の
副
作
用
等
報
告

の
報
告
ル
ー
ト
を
厚
生
労
働
省
宛
て
に
一

元
化
し
、
厚
生
労
働
省
は
速
や
か
に
関
係

地
方
自
治
体
に
情
報
提
供
す
る
。

　

個
別
事
例
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
に
よ
る
情
報

整
理
・
調
査
に
基
づ
き
、
評
価
・
検
討
組

織
が
評
価
を
行
っ
た
上
で
、
国
が
必
要
に

応
じ
て
接
種
の
一
時
見
合
わ
せ
等
の
措
置

を
講
ず
る
。

　

一
般
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
副
反
応
に
係
る

情
報
も
重
要
で
あ
り
、
予
防
接
種
法
の
対

象
外
の
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
反
応
情
報
を

含
め
、
で
き
る
だ
け
幅
広
く
情
報
収
集
に

努
め
る
。

⑽
接
種
記
録
、
情
報
提
供

　

接
種
記
録
に
つ
い
て
は
、
未
接
種
者
の

把
握
に
よ
る
接
種
勧
奨
を
通
じ
た
接
種
率

の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
予
防
接
種
台
帳

の
デ
ー
タ
管
理
の
普
及
や
活
用
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の

導
入
に
向
け
た
状
況
も
考
慮
し
つ
つ
、
さ

ら
に
検
討
す
る
。

　

国
民
が
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
接
種
の

判
断
を
行
う
た
め
、
予
防
接
種
法
の
対
象

外
の
ワ
ク
チ
ン
も
含
め
た
推
奨
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
ほ
か
、
予
防
接
種
の
意
義
や

リ
ス
ク
に
関
す
る
分
か
り
や
す
い
情
報
提

供
が
重
要
で
あ
る
。

⑾
感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

　

実
際
に
検
査
・
分
析
を
担
当
す
る
地
方

衛
生
研
究
所
の
機
能
強
化
を
検
討
す
る
。

予
防
接
種
台
帳
の
デ
ー
タ
管
理
の
検
討
と

併
せ
て
、
接
種
者
数
・
接
種
率
を
迅
速
に

把
握
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
推
進
す
る
。

⑿ 

ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
の
促
進
と
生
産

基
盤
の
確
保

　

ワ
ク
チ
ン
製
造
販
売
業
者
等
の
研
究
開

発
力
の
強
化
を
図
り
、
国
際
競
争
力
の
あ

る
ワ
ク
チ
ン
生
産
基
盤
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

被
接
種
者
の
負
担
軽
減
、
接
種
率
の
向

上
、
接
種
費
用
の
軽
減
等
を
図
る
た
め
、

混
合
ワ
ク
チ
ン
や
経
鼻
ワ
ク
チ
ン
な
ど
利

便
性
の
高
い
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
を
進

め
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
提
言
を
ま
と
め
る
ま
で
の
予
防

接
種
部
会
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
関
係

者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
今
後
、
予
防
接
種
法
の
改
正
法
案
の

早
期
の
国
会
提
出
に
向
け
て
、
必
要
な
財

源
の
確
保
等
に
つ
い
て
市
町
村
等
関
係
者

の
皆
様
と
十
分
に
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
何
卒
お
願
い

し
た
い
。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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フォーラム

町村独自の
まちづくり

現地レポート

高森町長野県
た か　　 も り　　 ま ち

高
森
町
の「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
」

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」を
デ
ザ
イ
ン
す
る

〜
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
〜

　

長
野
県
の
南
部
、
南
ア
ル
プ
ス
と
中
央
ア

ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
た
「
伊
那
谷
」
の
中
に
た

た
ず
む
私
た
ち
の
町
、
高
森
町
。
昭
和
32
年

に
市
田
村
と
山
吹
村
が
合
併
し
、
今
年
7
月

に
は
町
制
施
行
55
周
年
を
迎
え
ま
す
。
面
積

45
・
26
㎢
の
中
に
約
1
3
、
5
0
0
人
の
人

が
住
み
、
天
竜
川
を
は
じ
め
と
し
た
豊
か
な

自
然
と
歴
史
文
化
に
恵
ま
れ
、
そ
し
て
隣
接

す
る
飯
田
市
を
は
じ
め
と
し
た
市
町
村
を
結

ぶ
幹
線
道
路
を
中
心
に
商
業
施
設
や
工
業
団

地
も
立
ち
並
ぶ「
自
然
と
都
市
が
調
和
し
た
」

町
で
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
囲
ま
れ
た

当
町
は
、
各
種
農
産
物
の
南
限
・
北
限
の
境

界
に
位
置
し
、
一
年
中
お
い
し
い
果
物
や
野

菜
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
市
田
柿
」
発
祥
の
里

　

そ
の
中
で
も
当
町
の
一
番
の
特
産
品
は

「
市
田
柿
」
で
す
。
平
成
18
年
に
長
野
県
で

初
め
て
地
域
団
体
商
標
登
録
（
地
域
ブ
ラ
ン

ド
）
を
受
け
ま
し
た
。
旧
村
名
の
「
市
田
」

を
冠
す
る
こ
の
干
し
柿
の
発
祥
の
地
は
、
こ

こ
高
森
町
な
の
で
す
。
10
月
下
旬
か
ら
11
月

に
か
け
て
綺
麗
に
色
づ
い
た
市
田
柿
の
収
穫

が
始
ま
り
、
皮
む
き
・
柿
つ
る
し
が
始
ま
り

ま
す
。
以
前
は
手
作
業
で
あ
り
本
棟
づ
く
り

の
民
家
の
軒
先
に
つ
る
さ
れ
た「
柿
す
だ
れ
」

の
風
景
は
こ
の
飯
田
下
伊
那
地
方
の
初
冬
の

風
物
詩
で
し
た
が
、
今
で
は
食
品
衛
生
上
の

問
題
で
そ
の
姿
は
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
加

工
技
術
は
機
械
化
さ
れ
て
も
先
人
た
ち
の
精

神
や
知
恵
は
受
け
継
が
れ
、
農
家
の
皆
さ
ん

の
丁
寧
な
仕
事
で
、
美
し
く
お
い
し
い
市
田

柿
が
出
来
上
が
り
ま
す
。天
竜
川
か
ら
の「
朝

霧
」
に
よ
る
適
度
な
湿
度
、
そ
し
て
日
中
の

温
暖
な
気
候
の
「
乾
湿
の
繰
り
返
し
」
で
、

本
来
持
つ
糖
分
が
白
く
表
面
に
浮
か
び
上
が

り
ま
す
。
こ
れ
が
市
田
柿
の
お
い
し
さ
の
秘

△「市田柿」は、平成18年に地域ブランドとして登録された南信州を代表する特産品

高森町

長野県

Ｎ
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密
で
す
。

飯
田
下
伊
那
地
方
（
南
信
州
）
を

取
り
巻
く
状
況

　　

わ
た
し
た
ち
の
高
森
町
を
取
り
巻
く
状
況

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
高
森
町
が
あ

る
こ
の
飯
田
下
伊
那
地
域
は
人
口
17
万
、
面

積
は
香
川
県
に
匹
敵
す
る
地
域
で
す
。
こ
の

地
域
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
流
出
な
ど
の

影
響
で
1
年
間
で
約
1
、
2
0
0
人
減
少
し

て
お
り（
平
成
22
年
度
国
勢
調
査
結
果
よ
り
）

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年

に
は
飯
田
下
伊
那
14
市
町
村
で
「
南
信
州
定

住
自
立
圏
」
協
定
を
締
結
し
、
こ
の
課
題
解

決
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
人
口
減
少
の
よ
う
な
内
部
環
境

の
変
化
に
加
え
、
2
0
2
7
年
に
開
通
予
定

の
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」、
ま
た
愛
知
県
、

静
岡
県
、
そ
し
て
こ
の
南
信
州
地
域
を
結
ぶ

「
三
遠
南
信
道
」
の
動
き
な
ど
、
外
部
環
境

の
面
で
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

高
森
町
の
Ｃ
Ｉ（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
を
創
ろ
う
！

　

高
森
町
で
は
平
成
19
年
度
よ
り
「
た
か
も

り
★
み
ら
い
議
会
（
町
内
の
小
中
学
生
に
よ

る
模
擬
議
会
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
担

当
職
員
の
間
で
「
高
森
町
に
住
ん
で
る
っ
て

素
晴
ら
し
い
！
っ
て
み
ん
な
が
思
え
る
も
の

を
、
何
か
作
り
出
せ
な
い
か
」
と
悩
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
平
成
22
年
度
に
開
催
さ
れ
た
こ

の
「
た
か
も
り
★
み
ら
い
議
会
」
で
「
高
森

町
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
交

流
し
た
ら
ど
う
で

す
か
？
」
と
小
学

生
議
員
か
ら
提
案

を
頂
き
ま
し
た
。

　

全
国
の
自
治
体

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

見
る
と
有
名
な
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
漫
画

家
に
依
頼
す
る
事

例
は
多
く
見
ら
れ

ま
す
が
、
高
森
町

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
確
立
や
誇

り
や
自
信
を
生
み

出
す
に
は
「
住
民

の
皆
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
わ
ら
な
く
て
は
意

味
が
な
い
」
と
考
え
、
あ
え
て
町
内
在
住
・

通
勤
・
通
学
、
そ
し
て
出
身
者
の
方
に
限
定

し
、
約
1
か
月
か
け
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
し
た
。
ま

た
選
考
の
際
に
も
町
民
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

は
町
内
の
主
要
施
設
に
て
投
票
所
を
設
置

し
、
今
度
は
町
外
か
ら
買
い
物
等
に
来
て
く

れ
る
他
市
町
村
の
方
々
も
含
め
投
票
を
行
い

ま
し
た
。
実
は
こ
の
投
票
を
行
っ
た
の
に
も

狙
い
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応

募
さ
れ
た
作
品
の
ど
れ
も
が
、
高
森
町
の
自

慢
で
き
る
と
こ
ろ
や
良
い
と
こ
ろ
、
ま
た
歴

史
や
風
土
を
背
景
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の

ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
投
票

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
設
け
る
こ
と
が
高
森
町

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
一
つ
の
場
と
な
る
と
考
え
た

わ
け
で
す
。
最
終
的
に
は
総
数
3
0
0
0
を

超
え
る
投
票
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
投
票

結
果
を
判
断
材
料
に
高
森
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
決
定
し
ま
し

た
。
誕
生
し
た
高
森
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

「
柿
丸
く
ん
」。
高
森
町
の
特
産
品
で
あ
る
市

田
柿
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、
山
と
川
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
衣
装
を
着
て
い
る
元
気
な
男
の

子
で
す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
元
気
も

り
も
り　

あ
っ
た
か
も
り
」。
い
つ
ま
で
も

元
気
で
あ
っ
た
か
い
心
を
持
っ
た
高
森
町
の

人
々
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
6
月
末
に

は
着
ぐ
る
み
も
完
成
予
定
。
町
内
外
を
問
わ

ず
、
高
森
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

Ａ
Ｋ
Ｙ
48
⁉

　

高
森
町
に
住
み
た
い
、
と
い
う
方
々
に
は

「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
制
度
を
展
開
。
通

称
「
Ａ
Ｋ
Ｙ
48
（
空
き
家
使
用；

あ
き
や
し

よ
う
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
町
内
か
ら

情
報
提
供
が
あ
っ
た
空
き
家
と
高
森
町
に
住

み
た
い
と
い
う
人
を
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
た
だ
し
役
場
が
行
う
の
は
主
に
Ｗ

Ｅ
Ｂ
に
よ
る
情
報
収
集
や
情
報
提
供
の
み
。

実
際
の
契
約
な
ど
の
業
務
は
町
内
の
不
動
産

業
者
の
皆
さ
ん
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
行

政
と
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
活
か
し
、

高
森
町
に
住
み
た
い
人
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
こ
の
空
き
家
情
報
に
つ
い
て
は
、
近
日
中

に
高
森
町
を
含
む
下
伊
那
北
部
5
町
村
で
そ

れ
ぞ
れ
の
空
き
家
情
報
の
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て

相
互
リ
ン
ク
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

　

ま
た
最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ（Social N

etw
ork 

S
ystem

）
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
1
4
0
文
字
ま
で
の
ミ

ニ
ブ
ロ
グ
「T

w
itter

」
は
飯
田
下
伊
那
地

方
で
も
自
治
体
の
公
式T

w
itter

と
し
て
は

一
番
初
め
に
導
入
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
の
更
新

情
報
を
中
心
に
、
町
の
最
新
情
報
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
桜
の
時
期
に
は
開
花
状
況

を
逐
一
報
告
。
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
高

森
町
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
たY

ouT
ube

やU
S
T
R
EA

M

な
ど
、
動
画
配
信
も
ス
タ
ー

△

柿
丸
く
ん
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ト
。
先
ほ
ど
の
桜
の
状
況
をY

ouT
ube

に

て
公
開
し
た
と
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
出
身
者
と

思
わ
れ
る
方
か
ら
「
本
当
に
懐
か
し
い
！
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
、
天
竜
川
で
カ
ヌ
ー
に
親
し
む
様
子

や
景
観
情
報
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
平

成
24
年
4
月
か
ら
は
町
長
を
は
じ
め
、
各
課

の
担
当
課
長
に
よ
る
予
算
説
明
の
動
画
を
公

開
し
、
町
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
的
な
側

面
も
持
た
せ
な
が
ら
、
町
の
動
き
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
い
い
と
こ
（
景
観
）

あ
っ
た
か
も
り
」

　

も
ち
ろ
ん
町
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

も
活
発
で
す
。
リ
ニ
ア
到
来
を
見
据
え
て
、

町
内
有
志
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
こ
ん
な
い

い
と
こ
（
景
観
）
見
つ
け
隊
」
と
い
う
団
体

が
発
足
し
ま
し
た
。
高
森
町
の「
守
り
た
い
、

残
し
た
い
景
観
」
を
考
え
、
後
世
に
伝
え
て

い
き
た
い
景
観
や
建
築
物
、
そ
し
て
作
業
風

景
ま
で
を
写
真
に
お
さ
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
た
も
の
を
広
報
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ま
た
隊
員
以
外
の
町
民
の
方
々
か

ら
も
情
報
を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
こ

ん
な
い
い
と
こ
（
景
観
）
あ
っ
た
か
も
り
」

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
展
開
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
集
め
た
景
観
情
報
を
も
と

に
マ
ッ
ピ
ン
グ
作
業
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
を

行
い
、
リ
ニ
ア
到
来
時
代
の
高
森
町
の
土
地

利
用
、
そ
し
て
あ
る
べ
き
姿
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
前
述
の
町

Y
ouT

ube

で
も「
こ
ん
な
い
い
と
こ（
景
観
）

見
つ
け
隊
」
の
み
な
さ
ん
の
景
観
情
報
を
動

画
に
て
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

高
森
ア
ル
プ
ス
サ
ー
モ
ン
丼

　
「
美
味
し
い
高
森
町
を
創
ろ
う
！
」
を
合

言
葉
に
、
高
森
町
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
創
ろ

う
と
す
る
動
き
も
出
て
い
ま
す
。
町
内
の
飲

食
店
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
「
高
森
町
ご
当
地

グ
ル
メ
検
討
委
員
会
」
が
発
足
。
ニ
ジ
マ
ス

を
掛
け
合
わ
せ
た
ア
ル
プ
ス
サ
ー
モ
ン
の
切

り
身
の
色
が
、高
森
町
の
特
産
品
「
市
田
柿
」

の
色
と
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ア
ル
プ

ス
サ
ー
モ
ン
を
使
っ
た
「
高
森
ア
ル
プ
ス

サ
ー
モ
ン
丼
」
を
開
発
。
今
で
は
町
内
の
7

店
舗
に
て
、
色
も
鮮
や
か
で
味
も
最
高
な
丼

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
の
収
穫

祭
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
高
森
町
の
新
し
い
ご
当
地

グ
ル
メ
を
広
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は

「
ア
ル
プ
ス
サ
ー
モ
ン
・
バ
ー
ガ
ー
」「
ア
ル

プ
ス
サ
ー
モ
ン
・
ラ
イ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
」
も
発

案
!?
こ
れ
か
ら
の
動
き
が
楽
し
み
で
す
。

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
タ
カ
ー
ト
）
＝

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
（
高
森
）
＋

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
新
し
い
出
発
）
＋

Ａ
Ｒ
Ｔ
（
創
造
）

　

若
い
世
代
に
よ
る
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
も
活
発
で
す
。
平
成
20
年
に
発
足
し
た
町

内
の
30
歳
代
〜
40
歳
代
の
異
業
種
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」。
若
さ
ゆ

え
の
大
胆
な
発
想
や
行
動
力
を
活
か
し
な
が

ら
、
町
内
の
小
学
校
の
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

す
る
「
日
本
一
の
学
校
桜
IN
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
」、
天
竜
川
を
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
で
流

れ
る
「W

ater T
ube A

dventure

」、
昔

な
が
ら
の
市
田
柿
の
皮
む
き
や
柿
つ
る
し
を

子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
る
取
組
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
に
は
高
森

町
の
ま
ち
づ
く
り
や
リ
ニ
ア
時
代
の
未
来
戦

略
、
高
森
町
の
中
心
を
調
査
す
る
な
ど
、
独

自
の
切
り
口
で
高
森
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
を
発
刊
。
今
後
も
何
か
を
起
こ
し

て
く
れ
る
よ
う
な
予
感
が
し
て
い
ま
す
。

△ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

△

 

高
森
町
の
新
し
い
ご
当
地
グ
ル
メ
「
ア
ル
プ
ス

サ
ー
モ
ン
丼
」

△

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」
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フォーラム

課
題

　

こ
の
よ
う
な
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

展
開
し
な
が
ら
、
多
く
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
の
高
森
町
は
、
あ
る
意
味
恵
ま
れ
た

環
境
に
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
自
然
と
都
市

が
う
ま
く
調
和
し
て
い
る
た
め
、
人
口
に
関

し
て
は
南
信
州
全
体
で
減
少
の
中
に
あ
り
な

が
ら
微
増
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
理
由
も
あ
っ
て
か
、
自
分
の
町
の
特
産
品

や
景
観
な
ど
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
土
壌
や

風
土
が
育
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

ま
た
行
政
側
も
、
効
果
的
な
情
報
発
信
の
手

法
や
外
部
人
材
や
民
間
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
す
る
組
織
体
制
や
意

識
・
ス
キ
ル
等
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

は
決
し
て
行
政
だ
け
で
は
で
き
な
い
分
野
で

す
。
行
政
の
強
み
と
民
間
企
業
や
外
部
人
材

の
強
み
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

と
役
割
の
中
で
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
な
が

ら
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
町
内
の
民
間
企
業

と
の
連
携
や
外
部
か
ら
専
門
家
を
お
招
き
す

る
な
ど
、
町
内
外
の
異
業
種
・
異
文
化
の
人

た
ち
と
の
つ
な
が
り
が
解
決
方
法
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
高
森
町
で
も
平
成
24
年
度

よ
り
南
信
州
広
域
連
合
の
事
業
を
通
じ
て
愛

知
大
学
と
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し

て
連
携
を
行
う
計
画
で
す
。
大
学
や
学
生
が

持
つ
「
学
術
的
視
点
」「
外
部
的
視
点
」「
若

者
的
視
点
」
の
3
つ
か
ら
、
高
森
町
に
あ
る
、

ま
た
は
埋
も
れ
て
い
る
地
域
資
源
を
発
掘
し
、

一
緒
に
磨
い
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
気
を
付
け
て

い
な
い
と
目
先
の
派
手
さ
や
利
益
を
求
め
る

あ
ま
り
に
、
町
と
し
て
の
本
当
に
大
切
な
も

の
を
失
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
「
自
分

た
ち
の
足
元
に
あ
る
『
光
』
を
『
観
』
る
」

こ
と
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
「
高
森
町
に
住
む

こ
と
を
誇
り
に
持
ち
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
）」、「
高

森
町
の
フ
ァ
ン
に
な
り
（
Ｆ
Ｕ
Ｎ
）」、「
高

森
町
を
愛
し
て
く
れ
る
（
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
）」
人

た
ち
を
増
や
す
こ
と
が
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

行
政
の
み
な
ら
ず
、
民
間
企
業
、
外
部
人
材
、

近
隣
市
町
村
や
時
に
は
全
く
違
う
地
域
と
の

自
治
体
や
団
体
と
も
つ
な
が
り
、
多
様
な
価

値
観
や
視
点
を
「
自
分
の
町
の
写
し
鏡
」
と

し
て
活
か
し
、
行
政
は
そ
の
触
媒
と
し
て
の

機
能
や
ス
キ
ル
等
を
習
得
し
な
が
ら
常
に
動

い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
高
森
町
の
宝

を
見
つ
け
磨
き
、「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」、「
Ｆ
Ｕ

Ｎ
」、「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
、
そ

ん
な
意
識
を
持
っ
て
、
今
後
も
高
森
町
の
タ

ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。（

経
営
企
画
室　

清
水　

衆
）

高
森
町
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ　

http://w
w
w
.

tow
n.takam

ori.nagano.jp/

高
森
町
公
式T

w
itter　

http://tw
itter.

com
/takam

oritow
n/

高
森
町
公
式Y

ouT
ube　

http://w
w
w
.

youtube.com
/user/tkcanoe
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随 想

随
想

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
、
新
緑
ま
ぶ
し
い

五
月
八
日
に
届
き
ま
し
た
。わ
が
町
の「
広

報
た
か
は
る
」
が
、
日
本
広
報
協
会
主
催

の
平
成
24
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
町
村
の
部
広
報
写
真
（
組
写
真
）

の
部
で
見
事
、
一
席
に
輝
い
た
の
で
す
。

そ
の
写
真
と
は
、
平
成
23
年
1
月
26
日
、

3
0
0
年
振
り
に
爆
発
的
マ
グ
マ
噴
火
を

起
こ
し
た
「
新
燃
岳
大
噴
火
」
で
す
。

こ
の
度
の
新
燃
岳
噴
火
災
害
に
際
し
ま

し
て
、
全
国
各
地
よ
り
温
か
い
ご
支
援
と

ご
援
助
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
の
皆
さ
ま
の
お
心
と
と
も
に
、
今

回
、
こ
の
明
る
い
話
題
は
「
被
災
し
た
ま

ち
、
た
か
は
る
」
か
ら
「
復
興
し
た
ま
ち　

た
か
は
る
」
に
向
け
、
町
民
一
丸
と
な
っ

て
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
わ
が
町
に

と
り
ま
し
て
、
さ
ら
に
勇
気
と
元
気
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

高た
か

原は
る

町
は
、
宮
崎
県
の
西
南
部
霧
島
山

の
東
側
に
位
置
い
た
し
ま
す
。
人
口
9
8

0
0
人
、
黒
毛
和
牛
の
生
産
が
盛
ん
な
農

業
の
町
で
す
。
高
原
の
名
前
の
由
来
は
、

天
上
の
国
「
高た

か

天ま
が

原は
ら

」
が
転
化
を
し
、
現

在
の
高
原
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。今

回
の
噴
火
は
、
一
瞬
に
し
て
、
平
穏

な
町
民
生
活
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。

①
避
難
勧
告
の
発
令
と
避
難
所
運
営
の
困

難
性火

砕
流
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
の
情
報

に
よ
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
地

域
へ
の
勧
告
を
発
令

②
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
避
難
地
域
内

の
家
畜
の
移
動
に
よ
る
一
時
避
難

③
降
灰
の
影
響
に
よ
る
農
作
物
等
、
各
種

被
害
へ
の
対
応

④
土
石
流
対
策
等
、
い
ろ
い
ろ
な
教
訓
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
燃
岳
を
含

む
霧
島
山
か
ら
の
豊
富
な
水
は
、
日
本
の

食
糧
供
給
基
地
と
し
て
、
地
域
の
農
林
水

産
業
の
発
展
を
、
温
泉
は
、
山
麓
の
活
性

化
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。
火
山

か
ら
の
多
く
の
恵
み
に
感
謝
を
い
た
し
な

が
ら
、
風
光
明
媚
な
霧
島
山
と
共
生
す
る

た
め
に
は
、
火
山
活
動
に
対
す
る
意
識
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

高
原
町
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」連
合
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

今
、
全
国
、
44
の
町
や
村
、
地
域
の
仲
間

と
一
緒
に
、
失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻
せ

な
い
、
そ
ん
な
日
本
の
農
山
村
の
景
観
や

環
境
・
文
化
を
守
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

加
盟
以
来
、わ
が
町
を
よ
り
き
れ
い
に
、

さ
ら
に
美
し
く
し
た
い
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
活
動
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
町
民
自
ら
が
高
原
町

に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ

て
美
し
い
町
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
く

も
の
と
大
き
な
期
待
と
と
も
に
、
夢
が
広

が
り
ま
す
。

本
年
、
10
月
3
・
4
・
5
日
は
、
高
原

町
に
お
い
て
、
連
合
の
全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
連
合
が
定
め
る

加
盟
条
件
は
、
2
つ
以
上
の
地
域
資
源
が

あ
る
こ
と
で
す
。
高
原
町
の
地
域
資
源
の

一
つ
目
は
、
天
孫
降
臨
の
舞
台
と
な
っ
た

霊
峰
高
千
穂
峰
や
新
燃
岳
を
含
む
「
霧
島

山
」
で
す
。
二
つ
目
は
、
四
百
年
以
上
の

歴
史
を
も
ち
、
国
の
重
要
無
形
民
族
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
祓は

ら
い
が
わ川

神
楽
と
狭さ

野の

神
楽
で
、「
高
原
の
神か

ん

舞め

」
と
し
て
有

名
で
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
は
、
高
千
穂
峰

の
麓
、
第
一
代
天
皇
と
な
ら
れ
た
「
神じ

ん

武む

天
皇
」
生
誕
の
地
で
も
あ
り
ま
す
「
皇お

う

子じ

原ば
る

」
公
園
で
す
。

今
年
は
、「
古
事
記
」
編
さ
ん
千
三
百

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
日

本
の
神
話
、
歴
史
、
古
代
史
と
の
か
か
わ

り
深
い
地
で
、か
が
り
火
が
焚た

か
れ
る
中
、

勇
装
な
神
楽
舞
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

た
、
日
本
一
の
「
宮
崎
牛
」
と
地
元

の
手
作
り
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
だ

く
「
お
も
て
な
し
」
を
計
画
中
で
す
。

今
、
ま
さ
に
気
合
が
入
っ
て
い
ま
す
。

高
原
の
地
か
ら

「
が
ん
ば
ろ
う　

日
本
」

「
が
ん
ば
ろ
う　

東
北
」

「
が
ん
ば
っ
ど　

た
か
は
る
」
で
す
。

日ひ

高だ
か

　
光み

つ

浩ひ
ろ

 　

新し
ん

燃も
え

岳（
霧
島
山
）と
共
に

　

生
き
る

宮
崎
県
高た

か

原は
る

町
長
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